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10月行事予定 

1 金 生徒集会、教育相談 

2 土 郡新人戦(野球)、体験入学(育徳館、行橋) 

3 日 郡新人戦(サッカー)、体験入学(苅工) 

4 月 3 年習熟度テスト、部活動中止、渡辺 SC、

ALT来校 

5 火 ALT来校、3年選手決め(体育発表会) 

6 水 ALT来校、図書司書来校 

7 木 中間考査(学、国、社)、ALT来校 

8 金 中間考査(学、理、数、英)、1,2年選手決め 

ALT来校、小中合同クリーン作戦 

9 土 郡新人戦(サッカー)、体験入学(青豊) 

10 日 体験入学(苅工) 

11 月 １日修学旅行(3年)、渡辺 SC来校 

12 火 福祉講演(2-1,アデリーヌみやこ) 

13 水 係会(体育発表会)、図書司書来校 

14 木  

15 金 福祉講演(2-2,アデリーヌみやこ) 

いじめアンケート、体験入学(西田川) 

16 土 地区新人(サッカー)、体験入学(八幡中央) 

17 日  

18 月 渡辺 SC、図書司書来校 

19 火 予行会(体育発表会) 

20 水 調理実習(1-1) 

21 木  

22 金 体育発表会(午前)、午後下校 

23 土 体験入学(京都) 

24 日  

25 月 (放)補充学習、農業体験(1年) 

26 火  

27 水 調理実習(1-2)、図書司書来校 

28 木  

29 金 認知症サポーター養成講座、専門委員会 

30 土 みやこ町 PTAスポーツレクリエーション 

31 日  

第１学区高校説明会、進路講演会 

 中学校は、自我の目覚めや独立の欲求が高まるとともに、人間関

係も広がり、社会の一員としての自分の役割や責任の自覚が芽生え

てくる時期です。また、他者とかかわり、様々な葛藤や経験の中で

自らの人生や生き方への関心が高まり、自分の生き方を模索し、夢

や理想をもつ時期です。一方で、高等学校入学者選抜をはじめとす

る現実的な進路の選択を迫られ、自分の意志と責任で決定しなけれ

ばならない時期でもあります。このように中学校の段階はキャリア

教育実践にとって極めて重要です。 

 これを踏まえ、中学校段階では、社会における自らの役割や将来

の生き方・働き方等についてしっかりと考えさせるとともに、目標

を立てて計画的に取り組む態度の育成等について、体験を通じて理

解を深めさせ、進路の選択・決定へと導くことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT教育 
 「GIGA スクール構想」の一環として本校に２つの機材が入りま

した。１つは、次世代型ミーティングボード MAXHUB(マックスハ

ブ)です。６５型の電子黒板です。全学年の普通教室に設置されまし

た。文化発表会では、この MAXHUB を使って各クラスで創作した

動画配信をしました。２つは、全校生徒分のタブレットです。校舎

内の WI-FI 環境も整えてもらいインターネットにつなげることが

できます。この２つの道具を使うことで授業が大きく変わっていく

と思います。生徒自身で学ぶ環境が進んでいます。授業や朝学習で

活用しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

みやこ町立犀川中学校 校長 飯田恵文 

令和３年 10月１２日   No.６ 

        キャリア教育 

 キャリア教育とは、一人一人の社会的・職業的自立に向け、必

要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達

を促す教育です。そして、キャリアの形成にとって重要なのは、

自らの力で生き方を選択していくことができるよう必要な能力

や態度を身に付けることです。自分が自分として生きるために

「学び続けたい」「働き続けたい」と強く願い、それを実現させて

いく姿がキャリア教育の目指す子ども・若者の姿です。目指すべ

き社会として、「若者が自らの可能性を高め、挑戦し、活躍できる

夢のある社会」と「生涯にわたり自立的な能力向上・発揮ができ、

やり直しがきく社会」をあげています。 

 キャリア発達とは、社会の中で自分の役割を果たしながら、自

分らしい生き方を実現していく過程のことです。人は、自己実現、

自己の確立に向けて、社会とかかわりながら生きようとします。

そして、各時期にふさわしいそれぞれのキャリア発達の課題を達

成していきます。このことが、生涯を通じてのキャリア発達とな

るのです。キャリア教育は、そのような一人一人のキャリア発達

を支援するものでなければなりません。 

 キャリアとは、人は他者や社会とのかかわりの中で、職業人、

家庭人、地域社会の一員等、様々な役割を担いながら生きていま

す。これらの役割は、生涯という時間的な流れの中で変化しつつ

積み重なり、つながっていくものです。また、このような役割の

中には、所属する集団や組織から与えられたものや日常生活の中

で特に意識せず習慣的に行っているものもありますが、人はこれ

らを含めた様々な役割の関係や価値を自ら判断し、取捨選択や創

造を重ねながら取り組んでいます。 

 人は、このような自分の役割を果たして活動すること、つまり

「働くこと」を通して人や社会にかかわることになり、そのかか

わり方の違いが「自分らしい生き方」となっていきます。 

 このように、人が生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自ら

の役割の価値や自分と役割との関係を見いだしていく連なりや

積み重ねが「キャリア」の意味するところです。 

 

 

 

 


